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いわき市は震災による被害を受けた
上，東京電力福島第一原子力発電
所の事故による避難者を受け入れて
いる。いわき営業所に隣接する敷地
には双葉郡楢葉町から避難している
方々の仮設住宅があり，一日でも早い
帰還を待ち望んでいる

昨年，連続テレビ小説「あまちゃん」で
一躍有名となった三陸鉄道。東日本
大震災の津波により甚大な被害を受
けたが，３年を経てようやく４月５日に南リ
アス線，６日に北リアス線が運転を再
開し，全線で運行を再開する。海岸沿
いにのびる真新しい線路は，明るい未
来へと続いている
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■｢原子力のあり方に関する有識者会議｣の
 第4回会合を開催

■カタールガス3プロジェクト
 LNG売買契約締結の記念式典が執り行われる

■送変電建設センター山形工事所で
 開所安全祈願祭が執り行われる

■｢東経連フォーラム in 岩手｣を開催
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DATA FILE

27 退職者の方々

コンプライアンス講座24

平成26年2月　大雪による被害25
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地域のお客さまから見た東北電力の今
ー｢東北電力の企業活動およびCSRの
 取り組みに関するアンケート調査｣結果からー
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東日本大震災から３年の月日が経過しました。

時間は傷を癒す良薬になってくれたでしょうか。

しかし，忘れてはいけないこともあるはずです。

 

東北電力の事業基盤であるこの東北の地では

多くの地域で甚大な被害を受け，

残念ながら復興したとは言い難い状況が続いています。

地域とともに歩む東北電力の一員として，

いま一度多くの傷跡が残る地域に思いを馳せてみませんか。

今月号では現地営業所の社員が，その目線で地域の今を伝えます。

 

３年前のあの震災は東北電力に，そして，

地域に衝撃と劇的な変化をもたらしました。

でも，立ち止まってはいられません。

この３年，東北電力は設備復旧の大きな山を越え，

新たなステージに進んでいます。

私たち一人ひとりも経験を糧として前に進みましょう。

― 次の3年に向かって　いまこそ地域とともに。

震災3から 年
特集Ⅰ
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平
成
23
年3

月
11
日

東
日
本
大
震
災
発
生

3
月
20
日

八
戸
火
力
発
電
所
３
号
機
が

運
転
を
再
開

5
月
31
日

�

東
新
潟
火
力
発
電
所
港
１
号
機
が

営
業
運
転
を
再
開

6
月
18
日

�

東
日
本
大
震
災
に
伴
う
停
電
に
つ
い
て

復
旧
に
着
手
可
能
な
地
域
の
停
電
を

す
べ
て
解
消

�

北
部
基
幹
系
統
5
0
0
kV
北
上
幹
線
が

運
用
を
開
始

6
月
25
日

5
0
0
kV
十
和
田
幹
線
が

運
用
を
開
始

7
月
下
旬

新
潟
・
福
島
豪
雨
が
発
生

7
月
30
日

�

新
潟
火
力
発
電
所
５
号
系
列
が

営
業
運
転
を
開
始

8
月
26
日

�

東
新
潟
火
力
発
電
所
港
３
号
系
列

（
緊
急
設
置
電
源
）が
営
業
運
転
を
開
始

10
月
28
日

森
吉
発
電
所
が
営
業
運
転
を
開
始

�「
原
子
力
の
あ
り
方
に
関
す
る

有
識
者
会
議
」を
設
置

11
月
8
日

2
7
5
kV
蔵
王
幹
線
が
復
旧
し

運
用
を
再
開

11
月
30
日

新
仙
台
火
力
3
号
系
列
新
設
工
事
着
工

3年のあ みゆ
東日本大震災

東日本大震災発生（女川町）（平成23年3月11日）

休止していた東新潟火力発電所港1号機は,供給力確保のため急ピッ
チで点検作業が進められた（平成23年5月31日　営業運転再開）

新潟・福島豪雨により多くの塵芥が漂着した本名ダム
（平成23年7月下旬）

石巻営業所で所員を激励する海輪社長（平成23年3月27日）

緊急設置電源として営業
運転を開始した東新潟火
力港3号系列
（平成23年8月26日）

朝のこない夜はない
災

使命感

戦列復帰

猛威

012014.03
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12
月
20
日

�

当
社
初
の
メ
ガ
ソ
ー
ラ
ー
発
電
所
と
な
る

八
戸
太
陽
光
発
電
所
が
営
業
運
転
を
開
始

12
月
27
日

�

新
仙
台
火
力
発
電
所
１
号
機
が

営
業
運
転
を
再
開

平
成
24
年1

月
31
日

�

新
潟
火
力
発
電
所
６
号
機

（
緊
急
設
置
電
源
）が
営
業
運
転
を
開
始

2
月
8
日

�

仙
台
火
力
発
電
所
４
号
機
が

営
業
運
転
を
再
開

4
月
5
日

火
力
技
術
訓
練
セ
ン
タ
ー
が
開
所

5
月
25
日

仙
台
太
陽
光
発
電
所
が

営
業
運
転
を
開
始

6
月
21
日

�

東
新
潟
火
力
発
電
所
５
号
機

（
緊
急
設
置
電
源
）が
営
業
運
転
を
開
始

6
月
22
日

�

秋
田
火
力
発
電
所
５
号
機

（
緊
急
設
置
電
源
）が
営
業
運
転
を
開
始

6
月
26
日

2
7
5
kV
原
町
火
力
線
が
復
旧
し

28
日
よ
り
運
用
を
再
開

7
月
2
日

�
八
戸
火
力
発
電
所
５
号
機

（
緊
急
設
置
電
源
）が
営
業
運
転
を
開
始

7
月
30
日

〜
8
月
9
日

女
川
原
子
力
発
電
所
が
国
際
原
子
力
機
関

（
I
A
E
A
）の
調
査
を
受
け
入
れ
る

8
月
12
～
13
日

�

東
北
電
力
旗
東
北
ミ
ニ
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー

ル
大
会
を
2
年
ぶ
り
に
開
催

9
月
19
日

東
北
ソ
ー
ラ
ー
パ
ワ
ー
設
立

11
月
3
日

原
町
火
力
発
電
所
２
号
機
が

試
運
転
を
開
始

八戸太陽光発電所の運転開
始のボタンを押す佐々木青森
県副知事（左）と安倍副社長
（右）（平成23年12月20日）

東北電力旗東北ミニバスケットボー
ル大会は2年ぶりに開催された
（平成24年8月12〜13日）

新仙台火力発電所1号機に炎が再び灯り,全所員の思い
が結実した（平成23年12月10日）

新仙台火力発電所3号系列において,当社で初めてのＬＮＧタンク建
設のため,基礎部コンクリート打設を実施（平成24年10月13日）

仙台火力発電所4号機が営業運転を再開（平成24年2月8日）

女川原子力発電所がＩＡＥＡによる調査を受け入れ，
その後耐震調査報告書が公開された（平成２4年7月〜8月）

朝のこない夜はない

復活の炎

躍動

結集
新戦力

光
緊急設置電源として営業運転を開始した
秋田火力発電所5号機
（平成24年6月22日）

02 2014.03
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授
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す
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有
識
者
会
合
」

第
一
回
評
価
会
合

平
成
25
年2

月
14
日

電
気
料
金
値
上
げ
申
請

3
月
28
日

�

浪
江
・
小
高
原
子
力
発
電
所
建
設
計
画
を

取
り
止
め

3
月
29
日
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原
町
火
力
発
電
所
２
号
機
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営
業
運
転
を
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3
月
30
日

新
潟
グ
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館

4
月
9
日

�

国
際
原
子
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機
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E
A
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よ
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女
川
原
子
力
発
電
所
の

耐
震
調
査
報
告
書
の
公
開

4
月
23
日

�

陸
上
自
衛
隊
東
北
方
面
隊
と
の

連
携
協
定
締
結

4
月
26
日

�

原
町
火
力
発
電
所
１
号
機
が

営
業
運
転
を
再
開

5
月
21
日

�
世
界
原
子
力
発
電
事
業
者
協
会

（
W
A
N
O
）原
子
力
功
労
者
賞
を
受
賞

5
月
29
日

�

東
通
原
子
力
発
電
所
に
お
い
て

防
潮
堤
が
完
成

7
月
31
日

調
達
改
革
委
員
会
を
設
置

8
月
6
日

電
気
料
金
値
上
げ
認
可

�浪江・小高原子力発電所建設
計画を取り止め
（平成25年3月28日）

平成25年8月1日に「第1回調達改革委員会」を開催した
（平成25年7月31日）

資源エネルギー庁長官から認可書を受領
（平成25年8月6日）

新潟グリーンプラザ閉館（平成25年3月30日）

原町火力発電所1号機が試運転を開始（平成25年1月28日）

平成25年5月24日に渡部原子力部長（現・常務）が女川原子力発電
所メンバーへ受賞報告（平成25年5月21日）

「T-Master制度」初めての認定証授与式を開催
（平成24年12月12日）

電気料金値上げ申請の記者会見をする海輪社長（中）,
矢萩副社長（左）,稲垣常務（右）（平成25年2月14日）

苦渋の決断

挑戦

世界の評価

匠

待望
032014.03
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8
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日

�

石
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崎
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電
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事
が
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8
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26
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30
日
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ッ
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開

9
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日
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げ
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9
月
18
日

豊
実
発
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所
が
営
業
運
転
を
再
開

10
月
1
日

�

豪
州
ウ
ィ
ー
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ン

L
N
G
プ
ロ
ジ
ェ
ク
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に
関
す
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L
N
G
売
買
契
約
を
締
結

11
月
14
日

陸
上
自
衛
隊
東
部
方
面
隊
と
の

連
携
協
定
締
結

12
月
27
日

�

女
川
原
子
力
発
電
所
２
号
機
の

新
規
制
基
準
へ
の
適
合
性
審
査
を
申
請

平
成
26
年1

月
17
日

東
通
原
子
力
発
電
所
敷
地
内
断
層
の

活
動
性
等
の
評
価
の
追
加
調
査
結
果
を
公
表

1
月
21
日

第
二
沼
沢
発
電
所
１
号
機
が
運
転
を
再
開

2
月
4
日

�

カ
タ
ー
ル
ガ
ス
３
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
関
す
る

L
N
G
売
買
契
約
を
締
結

2
月
8
日

�
東
新
潟
火
力
発
電
所
３
号
系
列
の

ガ
ス
タ
ー
ビ
ン
が
発
電
時
間
20
万
時
間
に
到
達

3
月
1
日

八
戸
火
力
発
電
所
5
号
機
が
コ
ン
バ
イ
ン

ド
サ
イ
ク
ル
方
式
に
よ
る
試
運
転
を
開
始

3
月
11
日

東
日
本
大
震
災
行
事
「
全
店
の
集
い
」を

開
催

3年のあ みゆ
東日本大震災

�石巻市長面・尾崎地区での配電設備復旧工事の完了をもって宮城支
店管内の震災による停電は全て解消された（平成25年8月25日）

｢全店の集い｣で海輪社長は社員へのメッセージとし
て「復旧期を脱し，復興に向け力強く前進する」と述べた
（平成２６年３月１１日）

資源エネルギー庁長官から認可書を受領
（平成25年8月6日）

陸上自衛隊東部方面隊と連携協定を締結
（平成25年11月14日）

東通原子力発電所の
防潮堤が完成

（平成25年5月29日）

運転を再開した第二沼沢発電所（平成26年1月21日）

提出した申請書は約4,000ページ
（並べると約1メートル）にも及ぶ

女川原子力発電所2号機の新規制基準への
適合性審査を申請する井上副社長
（平成25年12月27日）

豪雨被害を乗り越え運転を再開した豊実発電所
（平成25年9月18日）

連携

一歩前進

再生

長かった道のり

力強く前進
04 2014.03
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社員が伝える
東日本大震災から3年

地域の今

　「小袖の海女」やテレビドラマで一
躍有名となった小袖海岸は，断崖と
赤銅色の岩礁の海岸です。「つりが
ね洞」や「かぶと岩」など奇岩も多く，

見事な景色で訪れた人を楽しませてくれます。
震災の数ヶ月前に完成した『小袖海女センター』は，津波により

全壊しましたが，2012年夏シーズンから
プレハブ事務所を設置し，夏には素潜り
実演も見ることができます。

　市街地では，撮影で使用したセットやジオラマが設置してある
「あまちゃんハウス」や，シャッターに書かれたイラストなど，そこかし
こで｢あまちゃん｣の世界に浸ることができます。日本での放送は終

わってしまいましたが，現在海外での放送が行
われるなど，国内外からのお客さまやリピーター
の方に向け，久慈の魅力を発信しています。

久慈営業所

まちの復興状況  野田村中心部 

まちの復興状況  久慈市内 

希望を乗せて  三陸鉄道全線運行再開 
　東日本大震災から３年，多くの人々の希望を乗
せ三陸鉄道が全線で運行を再開します。
（南リアス線：４月５日，北リアス線：４月６日）
　全線運行に合わせ，様々なイベント列車も運行
する予定です。

　東日本大震災の復興道路として国が整備する「三
陸沿岸道路」の工事がスピードをあげて進められるよ
うになり，営業所では，供給工事のための業務に追わ

れています。３５人という少数精鋭の「チーム久慈営業
所」は，所長以下，日々お客さ
まと寄り添い，地域の復興を
見つめています。

全線開通に向け急ピッチで工事が
進められている三陸沿岸道路（久
慈北道路）

あまちゃんハウスにて案内役の方と

野田村役場
周辺（生涯学
習センター）

久慈国家石油備蓄基地

愛宕神社から眺める町の風景

図書館の本は大
半が流されたが，
全国からの支援
により，平成24
年6月に復活を
果たした

※�震災直後の写真は野田村・久慈市
様より提供いただいたものです

鳥居の向こうに広がっ
ていたかつての街並みは姿を消してしまった。
現在は高台での造成工事，平地部でのかさ上
げ工事のためのダンプカーが行き交っている

全壊した地上設備は復旧。地
下岩盤タンク方式の備蓄タンクに損傷はなく，原油
の流出はなかった

多くの枕木やレールが
流されたが，運行再開を
待ち望んでいた地域の
方々の願いを受け，懸命
な復旧作業が行われた

営業所
の今

レポーター
の

おすすめ
スポット

現地レポーター

　久慈営業所が管轄する地域は，三陸の豊かな自然や文化に溢れ，特に国内最北端の海で漁をする
「北限の海女」の町として昨年テレビドラマの舞台となり，大きな話題となりました。
　しかし明るい光がある一方，久慈市の南隣に位置する野田村など海沿いの地域は，津波による被害が大
きく，3年が経過した現在も地域再建・復興への歩みが進められています。

現　在

震災直後

現　在

震災直後

震災直後

現　在

震災直後

現　在

備蓄基地付近に開設されていたもぐらん
ぴあは津波により全壊。現在は久慈駅前
に場所を移し「もぐらんぴあまちなか水
族館」として市民の憩いの場となっている

お客さまセンターグループ
古舘　奨さん
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社員が伝える
東日本大震災から3年

地域の今
復興工事の最前線
 気仙沼市南気仙沼地区 

　気仙沼市は魚市場が再建し，水揚げ
量も現在では震災前と比較し約8割ま
で回復しています。一方，被災者が入居
する災害公営住宅は約２，０００戸が計
画されていますが平成２５年１０月に着
工したばかりでこれからが本格的な建
設工事となります。
　浸水した地域のかさ上げ工事は南気仙沼地区が平成２６年度末の
完了予定から１年延期となるなど，遅れが出ています。また，この地区
は現在かさ上げのために，電柱４０本の移設および約１万メートルの電
線の張り替え工事を実施しており，かさ上げ後は都市計画と合わせ，
再度電柱の移設の計画をしています。

満開の時期には徳仙
丈山頂上から辺り一面
に咲く見事なつつじを
眺めることができます
※画像は気仙沼市観光協会
様より提供いただいたものです

南気仙沼地区ではか
さ上げ工事が行われ
ている（左上），配電
課の齋藤俊晃さんが
案内した現場では配
電線路の移設工事が
行われていた（右上），

安
あ ん ば さ ん
波山から市

の中心部を望
むと浸水地域と
そうでない地域
との差が一目
でわかる（右）

　日本一のつつじの名所と呼び名の高い徳
とくせんじょうさん

仙丈山は，気仙沼
市と旧本吉町の境にそびえる標高７１１ｍの山です。毎年５月中
旬から６月上旬にかけ満開を迎えるつつじは，山全体を赤やオレ
ンジ色に染め上げます。その数は，５０万本ともいわれています。
つつじの時期には是非登山をしてみてはいかがでしょうか。

気仙沼営業所 

商店街が復興のシンボル
 南三陸町志津川地区 

　震災で約８割が被災した南三陸町では，震災の翌月には「福興
市」を開催するなど復興に向
けいち早く取り組んでおり，
震災から約１年後の平成２４
年２月には「南三陸さんさん
商店街」をオープンし，観光
客で賑っています。一方で，
町役場などがあった中心地
は津波で流失し，建築制限地
域となっているため建物があ
りませんが，住宅地の高台移
転に向けた取り組みが行わ
れています。

　震災時は浸水被害に遭い，地域の復旧作業と並
行して営業所の復旧にも当たらなければなりませんで
したが全所で協力し，復旧を果たしました。震災以降は

地域復興に伴う応需工事の増加など，繁忙感はあります
が，使命感を持ち地域のためにベストを尽くしています。そのなかで，職

場コミュニケーション活動を実施するなど，相互
のコミュニケーションを大切にしています。

安 波 山での植 樹
活動の様子（左），
国道４５号線での
植栽活動は企業
グループで取り組
み，植栽から撤去ま
で丁寧に行っている

（上）

震災直後の営業所１階
お客さまセンター（上）と
現在の様子（下）

営業所
の今

総務課　小岩広樹さん
現地レポーター

　気仙沼営業所が管轄する気仙沼市と南三陸町は中心市街地が海に近く，震災による津波で大きな被害
を受けました。浸水地域は建築制限があるため，かさ上げ工事や住宅地の高台移転などの対象となって
いますが，始まっているのは一部で本格的な復興はまだこれからです。

さんさん商店街の周りには切り子とと
もに心が動かされるメッセージが添え
られている（上），名物の「南三陸キラ
キラ丼」は時期によって旬の魚介類が盛
り込まれ，目と舌を楽しませる（下）

高台にある志津川中学
校前からは町の中心部
が望め，復興はまだこれ
からであることを感じさ
せる（上）

レポーターの

おすすめ
スポット
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社員が伝える
東日本大震災から3年

地域の今

　いわき ら・ら・ミュウは「いわ
きの見所」「遊び所」の情報
をはじめ，値切りをしながら買
い物を楽しめる「おさかなゾーン」などにエリアが分かれていま
す。また，遊覧船のターミナルやアクアマリンふくしまが隣接して

おり，地元の方に「小
名浜に来たら寄ってい
ぎな！」と言われるおす
すめのスポットです。

いわき営業所

津波に耐えた弁天島  波
はったち

立海岸 
　いわき市北部に位置する波立海岸は，初日の出の名所として知

られています。50メートル程沖にあ
る「弁天島」の鳥居は，東日本大震災
の津波に耐えましたが，島へ続く橋
の欄干は津波で流失し，立ち入るこ
とができません。また，海岸の防潮堤
は震災から約３年が経過した今も整
備が終わっていません。

復興の明るい兆し  薄磯地区 
　県内でも屈指の人気を誇る薄磯海水浴場がある同地区は，
震災前は約266世帯761人が住んでいました。震災により建
物の大部分は流失した上，海水浴場は海開きがされていませ
ん。そのような中，観光名所として有名な塩屋埼灯台の一般
公開が2月22日に再開し，地元の明るい話題となっています。

　いわき営業所が管轄するいわき市は，双葉郡をはじめとする避難者を受け入れたこともあり，震災前と比
べ人口が２万人以上増加し，住居物件の不足や避難者を含めた地域づくりをどのように進めていくかといっ
た問題がある一方で，観光地では復興に向けた取り組みが進められています。

　営業所の隣の敷地には仮設住宅が立ち並んでお
り，楢葉町から避難してきた方々が住んでいます。震
災以降，いわき市は人口が増加し，週末は交通渋滞

が悩みの種となっています。業務については，災害公営
住宅の新設などもあり，電気新増設申込件数が非常に増加してい
ます。また，太陽光発電の系統連系申込が震災前に比べて大幅
に増加しているため全所体制で対応しています。

被災者の拠り所となった道の駅  四倉地区 
　国道6号線に面した「道の駅よつくら港」は東日本大震災で津波の被
害を受けましたが，直後から炊き出しなどを行い，被災者の救済に尽力
しました。その後，仮オープンを経て平成24年8月にリニューアルしまし
たが，施設周辺の外構工事などは今も続けられています。
※震災直後の画像は「たかくら写真館」様より提供いただいたものです

震災以前は家屋が軒を並べていたが，今は見
る影もない（上），塩屋埼灯台は約3年ぶりに
一般公開が再開され，観光客で賑わいを見せ
ている（右）

営業所に隣接する仮設住宅。その奥には災害公営住宅の建設が進められている
（右），営業所内の様子（配電計画課 司令室（左上），お客さまセンター（左下））

「おさかなゾーン」では新鮮
な魚介類をはじめ乾物など
が豊富に揃っている

道の駅の周りは
外溝工事が今も
行われており，全
てが復旧するに
はもう少し時間を
要する

道の駅周辺は建
て直された住宅
もあるが，基礎
だけ残されてい
るところも多い

未だ立入りできない弁天島（上），防潮
堤も未整備のまま（右）

営業所
の今

レポーターの

おすすめ
スポット
「食べてよし，遊んでよし」とゆっくり
と過ごせる いわき ら・ら・ミュウ

料金課　細金祐希さん（左）
お客さまセンター下村恭子さん（右）

現地レポーター

現　在

震災直後

特集Ⅰ特集Ⅰ
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3
これからの３年について
□ あなたの３年後は？

インタビュー2

鈴木　清則　さん

伊藤　大志　さん

中野　紗季　さん

電力流通本部　電力システム部　中央給電指令所
［ 震災当時所属 ］  福島支店 電力流通本部（設備計画）

環境部（資源再利用）
［ 震災当時所属 ］ 新仙台火力発電所（総務）

弘前営業所　お客さまセンター
［ 震災当時所属 ］ 資材部（資材契約）

１  福島支店で勤務中大きな揺れに襲われ，昼夜交代で
情報収集や連絡などに追われましたが，続々と伝わる被災
状況や福島第一原子力発電所の情報に驚愕しきりでした。

2  震災や水害で停止した発電設備が復旧してきてお
り，経済的・安定的な需給調整で極力燃料費節減に努める

こと。私事においては，居住地の行事に積極的に参加し，わが家の地域力を
高めること。これらを日々実践していきます。

１  新仙台火力発電所で被災し，自
然の力を前に無力さを感じつつも，「備
えることの大切さ」を身にしみて感じま
した。

2  予測不可能な中にあっても，「今
日の努力は明日への備え」を肝に銘じ，「明日への備え」を
３年後も地道に積み上げていきたいです。

１  日頃当たり前に使えるライフライ
ン，豊富な物流が途絶えたことで，今ま
での生活がいかに恵まれていたのか気
付かされました。

2  ２歳になる息子の子育てに奮闘中
です。３年後は，子育てに少し余裕が出ていることに期待し
ます。

これまでの３年について
□ 震災を経験し，心に残っていること
□ 震災後あなたを支えてきたもの
□ 震災後一番大変だったこと
□ 震災後新たにチャレンジしたこと
□ 震災を通じて変わったこと

インタビュー１ 〜
〜

年後の
未来へ

個人
インタビュー

及川　義宏　さん青森支店　電力流通本部　情報通信センター（通信ネットワーク）

１  北海道電力から融通を受けた衛
星通信システムを，青森から女川原子
力発電所地域総合事務所に運搬・設置
し，電話回線構成したことです。

2  道の駅などのスタンプラリーもの
が好きなので，復興の歩みとともに，東
北各地を旅したいです。
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佐々木　豊　さん

七木田　靖稔　副長

生駒　万洋　機械主任

澤口　麻紀　さん

北上技術センター　発変電課

宮古営業所　配電課
［ 震災当時所属 ］  二戸営業所 総務課

八戸火力発電所（技術）

盛岡営業所　お客さま提案課
［ 震災当時所属 ］  宮古営業所 お客さまセンター

１  駄目でもともとの意気込みで専門部の
選考試験を受けたところ，合格することができ
ましたので，「入学したからには卒業するぞ！」と
１年間チャレンジしました。

2  現在風邪気味ということもあり，何事も
体調管理が第一であるということを実感しています。３年後は１日
も体調不良にならないよう体を鍛えていきたいと思います。

１  震災発生当時，私は後方支援という
形で復旧に携わりましたが，現場復旧に行
けない歯がゆさを心の中で感じていまし
た。

2  被災地の復興はまだこれからであり，
被災者の方が１日でも早く普通の生活を取り戻せるよう願いな
がら業務を進めていきます。

１  出張帰りに震災が起きたため，津
波の被害を受けた発電所に戻れたのは３
日後でした。構内の仲間が皆，泥にまみ
れながらも前向きに復旧作業を行ってい
るのを見たとき胸が熱くなりました。

2  何事にも常に前向きに取り組む姿勢を持ち続けたいと
思います。

１  震災当時，宮古営業所で勤務してい
ました。お客さま対応に携わり自分の無
力さを痛感しましたが，頼もしい先輩方や
応援隊の方々に励まされ，支えられ，乗り
越えることができました。

2  ３年後も震災の経験と感謝の気持ちを忘れず，人とのつ
ながりを大切にしていきたいです。

営業所２階へ
上る階段踊り
場には，津波
到達点がしる
されています

刈屋　和晃　担当副長盛岡営業所　配電計画課
［ 震災当時所属 ］  一関営業所　配電課

１  震災後に赴任した大船渡営業所では，
以前の町並みは消え，残ったのは瓦礫と泥と
冠水する土地。今後どうすればと途方にくれ
ましたが，やり場の無い怒りや悲しみを胸に
しまった地域の方々の笑顔に救われました。

2  うまい魚を目当てにこの地を再訪し，笑顔の恩返しをした
いと思います。

個人インタビュー
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志羽久　由佳　さん

千田　昂輝　さん

岩渕　努　さん

國分　寛高　さん

能代営業所　お客さまセンター
［ 震災当時在住 ］  宮城県仙台市（学生）

古川技術センター　発変電課
［ 震災当時在住 ］  岩手県奥州市（学生）

秋田技術センター　送電工事課
［ 震災当時所属 ］  盛岡技術センター　送電技術課

お客さま本部　営業部　コールセンター（電話業務）

１  私は東京での就職活動中に被災し，仙台に帰れず
にいました。友人たちの励ましや協力のおかげで，一
週間かけて自宅に戻ることができ，人とのつながりのあ
りがたみを痛感しました。

2  公私ともに出会った縁を大切にできる人間になり
たいと思っています。３年後は入社５年で一区切り。自分のリフレッシュも
兼ねて，仙台に住む両親を温泉旅行へ連れて行き親孝行したいと思います。

１  私は震災時，岩手支店で配属先通知
を受けていました。地震後の復旧対応で忙
しい中，非常食やホテルの手配までしていた
だいたことが今でも心に残っています。

2  職場の皆とのチームワークを大切にし
ながら，日々の業務に対して常に積極的に取り組み，自分自身の
成長につなげていきたいと思います。

１  電気をお客さまに「送る」ことを最
優先に，現場の安全を考えながら岩手
県釜石市の巡視（応援）にあたりました。

2  これまで以上に，安全で良質な電
気を送り届けられるよう，エンジニアと
しての自分を磨いていきます。

１  福島から通勤しており，震災直
後は帰れない日々が続き，自宅を家族
任せになったことへの不安が一番心に
残っています。

2  今まで以上に家族を大切にしなが
ら，地元“福島”のために貢献していきたいです。

塚田　良子　主任宮城支店　企画管理部門（企画・総務）

１  ３月１１日の夜，自治体連絡のため
に宮城支店で待機していた仲間と，雪
降る仙台市街地を，懐中電灯を頼りに
本店ビルまで移動したことです。

2 「電気」は人の心を温かくし，生活
を豊かにします。微力ですが職場の潤滑油として明るく元
気に仕事に精を出す社員でありたいです。

個人インタビュー
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大沼　麻衣　さん

高橋　誠　さん

本間　隆　さん

米沢営業所　お客さまセンター
［ 震災当時所属 ］  米沢営業所　総務課

総合研修センター（研修）
［ 震災当時所属 ］  お客さま本部　営業部　契約センター

酒田技術センター　制御所

１  震災後，石巻での清掃ボランティ
アに参加した際，現地で瓦礫の山を目に
したことで大きな衝撃を受けました。

2  かねてより公私問わず，笑顔を大
切にすることを心がけてきました。3年

後も笑顔でいることで周囲に少しでも元気を与えられるよ
うな存在になりたいです。

１  私は総合研修センターで研修中
に被災しました。縁あって今その職場
で働いています。

2  会社は待ったなしの変革のときで
す。当社が生き残るため，変革力を有

し挑戦意欲溢れる人材育成を目指し，自分が手本となれる
よう日々自己研鑽中です。

１  震災時は，酒田技術センターが
東北北部に電気を送る起点となり，あ
らためて制御所の系統運用の重要性を
痛感しました。

2  ３年後，４０代となる私。現在同様，地元のバレーボー
ルスポーツ少年団で指導員として子どもたちと一緒に笑顔
で汗を流していたいです。

今出川　利雄　担当副長塩釜営業所　配電計画課
［ 震災当時所属 ］  石巻営業所　配電計画課

１  復旧設備の用地交渉のため漁業
関係者に声を掛けると，すぐ数人に取
り囲まれ，非難を浴びるのかと焦りまし
たが，逆に10数本の電柱用地が一気
に片付いたことです。

2  これからも常に誠実であり続け，多く出会いの中で信
頼関係を築きながら復興を肌で感じていきたいです。

初出場でベスト
１６となった昨年
夏の全国大会。
後列左から２番目
が本間さん

佐藤　千恵　さん相双営業所　お客さまセンター

１  原発事故と津波被害の地域であ
るため，震災時は特に心身ともに辛かっ
たのですが，職場の方々や検針員さん・
集金員さんのおかげで乗り越えること
が出来ました。

2  感謝の気持ちを忘れず，これからもこの地域の復興に
携わっていきたいです。

個人インタビュー
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五十嵐　雅人　さん

高橋　貴博　さん

宇田　みちえ　担当副長

松村　聖一　さん

福島技術センター　送電技術課

高田技術センター　送電課

会津若松支社　お客さま提案課
［ 震災当時所属 ］  会津若松支社　お客さま提案課付　エルク出向

東新潟火力発電所（技術）

１  原子力事故による２０ｋｍ圏内の
送電線巡視および作業に，タイベック
スーツ・防塵マスクを着用し保安確保に
従事したことです。

2  「朝の来ない夜はない」の気持ち
で，福島復興のため，笑顔を絶やさず職場の仲間と一緒に
現場で送電線保守作業に従事しています。

１  震災１年後の厳しい時期に専門部で学べ
たことと，暖かい支援をいただき卒業できたこ
とに感謝しています。

2  専門部では，震災の爪跡を目の当たりに
しました。趣味や旅行を通じて，家族とともに

復興への道程を確認したいです。

１  大阪にいた息子が，「俺やっぱり福島に帰る」
と，県内に再就職しました。仕事では，当時エルク
に出向しており，蓄暖・温水器の転倒対応をしなが
ら企業グループの底力を目の当たりにしました。

2  趣味の朗読劇を継続し，お国ことばで語り部にもチャレンジ。故
郷会津の良さを子どもたちに伝えていきたいと思います。
（追伸・・・んまいお酒ごっつぉすっから，会津さ来てくなんしょ。）

１  震災後，長期計画停止から最短工
期で点検を実施し運転を再開した港1
号機は，3年間安定運転を継続中です。

2  3年後，同年代の私と港1号機は
40代となり，お互いをメンテナンスしな
がらフル稼働していることを想像します。

山岸　正樹　主任東京支社　総務課
［ 震災当時所属 ］ 広報・地域交流部（エネルギー広報・地域交流）

１  震災当日，出張で東京を訪れていました。交通機関
や通信手段が途絶え露頭に迷っていたところ，何とか東京
支社にたどり着き，食事提供などの温かい支援を受けたこ
とが忘れられません。

2  現在，総務担当として東京支社に勤務しています。当時，激務の中で対応い
ただいた支社の皆さんにあらためて感謝するとともに，今後は災害時における備
えや出張者などに対する支援の強化に取り組むことで恩返しできればと思います。

個人インタビュー

12 2014.03

特集Ⅰ特集Ⅰ 3〜 年後の未来へ〜

bridge1403_二七[02-17].indd   12 14/03/18   22:54



被災地の復興を応援するため『復興支援特別展』を開催
　復興支援特別展では，被災地で復興に携わる方々の様 な々活動を紹介するとともに，被災
地で制作している復興支援グッズの販売，復興写真展などの応援イベントを行ってきました。平
成２３年10月の第1回からこれまでに４回開催し，合計で5万人以上の方々の来場がありました。

『復興情報発信コーナー』を設置
　平成２４年１１月からは，被災地で復興に向けて取り組む地元の姿や復活を目指す観光地
や物産品など様々な魅力をパネル展示や映像などを使って紹介しています。

東北電力グリーンプラザを活用した情報発信

平成24年3月「ともに前へ『復興の花を咲
かせよう』」開催の様子

　当社，企業グループ，東北電力総連加盟組合の社員・組合員とその家族を対象に，「震
災復興学習バス」を実施しました。参加者が被災3県の沿岸地域に足を運び，現状を自
分たちの目で見て現地の方々からお話を聞き，直接肌で感じた被災地の状況を各々の思い
とともに職場や地域の方々に広めることを目的としたものです。平成２５年３月から計１０回
実施し，約４５０人の方々の参加がありました。

『震災復興学習バス』の実施

語り部の方より震災当時の様子を伺う参加者たち

蔵王スキー場と樹氷（山形）の電子絵はがき

　H.A.N.D.S. の「お知らせ」にて，東北観光推進機構などと連携し観光情報や復興支援に関する情
報を適宜発信しています。また，東北地域内外へ東北の魅力を発信するため，電子メールにリンクで貼
り付け可能な「東北の四季をテーマにした電子絵はがき」を作成し，社員の皆さんに活用を呼びかけてき
ました。

『観光で東北の復興を応援しよう』を展開

　復興支援の輪を広げるため，新潟県を含む東北各地の震災復興の活動を取材し，
ホームページより｢東日本大震災復興情報レポート｣にして情報発信しています。
復興情報レポートでは，日本海側から被災地に向け走り続けるボランティアバス，被
災地の子どもたちへの学習支援，被災地域で新たな産業を起こす団体，起業を支援
するNPOなど，今年度末までに約80件の話題を紹介します。

当社ホームページ内に『東日本大震災復興情報レポート』のサイトを開設

　震災前に実施していた地域づくり支援制度「まちづくり元気塾®」のノウハウを活用し，平
成24年度下期から復興支援版として活動を再開させました。これまでに，岩手県釜石市と
陸前高田市，宮城県登米市と南三陸町の４地域で復興に取り組む団体に対し，それぞれの
課題に合わせ専門家を派遣してきました。復興支援版の元気塾では，被災地振興に取り組
む若年層の育成策検討，地元食材を生かした復興商品メニューの開発，地域復興の拠点づ
くりなどの支援を行っています。

ワークショップなどを通じて復興につながる
課題を洗い出し，地元団体の活動をサポート
する復興支援版の元気塾

『まちづくり元気塾®』を復興支援版として再開

東日本大震災復興支援プロジェクト

「ともに前へ」の 年3
　震災以降，当社がおかれた経営環境の厳しさに変わりありません。しかし，「東北の繁栄なくし
て当社の発展なし」という創業以来の基本的な考えは何ら変わるものではありません。当社は東北
に根差し続ける証として東日本大震災復興支援プロジェクトを立ち上げ，地域の方々とともに復興
に向かって歩み続けてきました。「ともに前へ」を合言葉に。

当社ホームページ
｢ 東日本大震災復興情報レポート｣ のポータルサイト
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　時間とともに被災地の状況は刻々と変わり，復興支援のあり方も変化してきました。東日本大震災復興支援プ
ロジェクト「ともに前へ」の展開を通じて様々な支援に努めてきましたが，これからも引き続き私たちにできる復
興支援を考え取り組んでいく必要があります。広報・地域交流部では，被災地の声に耳を傾け，各地の復興活動
や復興支援イベントなど様々な情報を H.A.N.D.S. の「お知らせ」や「東日本大震災復興情報レポート」を通じて
今後も情報発信していきます。ぜひ皆さん一人一人がこれからの復興支援について何ができるか継続して考え
るキッカケにしていただければ幸いです。
　当社ホームページ「東日本大震災復興情報レポート」にアクセスできる QR コードを作成しました。名刺など
を作成する際に活用いただき社外の方々への復興支援情報の発信をお願いします（詳細は H.A.N.D.S.「お知ら
せ」をご覧ください）。

　東日本大震災発生から3年が経過し，被災地では仮設住宅から復興公営住宅や集団移転先への引越し
なども始まっています。復旧・復興の原動力となったボランティアや復興のシンボルとして注目された復
興商店街の現状について，地元で活動に携わっている方々に現在の様子をお伺いしました。

近 況 報 告 ～復興の現場から～

復興商店街のその後
―各地の復興商店街は当初と比べてどんな変化がありますか？
　復興商店街は，当初，多くの方々で賑わっていましたが，徐々に訪問する方が減っ
てきているところが多いようです。そのため商店街では，「復興」のキーワードに頼
らず集客できるように，新たな付加価値づくりを模索しており，ご当地グルメを考案
したり，たくさんのお客さまが集まるようイベントを企画したり，興味を持って気軽
に立ち寄っていただけるような工夫を凝らしています。
―私たちにできる支援はありますか？
　ぜひ，復興商店街に足を運んでいただき，お店の方たちと会話をしながら買い物
や食事を楽しんでください。そうすることで，お店の方たちとの会話の中から，地
元商業の復興に際しての苦労やニーズなどが見えてくると思います。
　復興商店街は，あくまで仮設で設置期間が限られています。そのため，仮設店舗
の営業と今後の再建についても考えなければならないのが今の課題です。情報発信
などの広報の手伝いやイベントへの出展，販路開拓の支援など，一歩踏み込んだビ
ジネス支援をしていただくことが復興商店街の方たちにとって力になると思います。

東北ろっけんパーク
商店街連動・復興グッズ監修

齋
さいとう

藤　由
ゆ う こ

布子さん
ホームページ
http://tohoku-rockenpark.com/
＊�東北ろっけんパーク・・・東北の観光や産業の復興を支援するために仙台市のクリスロード商店街につくられたＰＲ施設。復興商店街の紹介や復興

支援グッズを販売する復興ギャラリーなどがあります

―震災から３年が経過しますが，被災地でのボランティアのニーズはありますか？
　震災当初のように泥かきやガレキの片付けなど大勢の人手が必要なボランティ
アのニーズは少なくなり，現在は，復興イベントや地元のお祭り，仮設住宅の集会
所でのイベントの手伝いなどの要望が増えてきました。手芸講師やカウンセラー
などスキルが必要なものもあり，ニーズは多様化かつ専門化しています。しかし，
ボンティアの数はだんだん減ってきており，ボランティアを募集しても参加者が集
まらず企画が中止になる場合もあるようです。それだけ被災地への関心が薄くなっ
てきているのだと感じています。
―私たちにできる支援はありますか？
　東北電力の皆さんからは，仮設住宅の集会所などで子どもたち向けに電気実験
の「出前講座」を実施したり，入居している方々向けに電気の上手な使い方などの
講習会を開いていただくと交流の機会にもなるため喜んでいただけると思います。
＊�NPO法人ボランティアインフォ・・・東日本大震災後に「ボランティアとボランティアを求める人を

つなぐ」というミッションのもとにWeb上でボランティアの情報を発信している

ＮＰＯ法人ボランティアインフォ

代　表	 北
きた

村
むら

　　孝
たかゆき

之さん
	 田

た や

屋　由
ゆ か り

佳利さん
ホームページ
http://volunteerinfo.jp/

被災地ボランティアの今
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抱いている
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3.8 26.6 47.6 8.0

2.6 24.9 50.3 7.1

6.8 33.1 45.8 4.6

3.7 25.2 47.2 7.3

4.1 27.2 44.1 8.1

1.9 31.2 48.8 5.8

2.4 20.8 50.4 12.2

4.3 25.9 47.9 8.6

4.7 23.2 52.0 8.4

3.1 20.9 48.9 10.7

4.2 23.6 48.9 7.7

3.5 30.1 46.6

14.1

15.1

9.6

16.7

16.5

12.3

14.2

13.4

4.6 27.7 44.7 8.7 14.2

3.0 25.6 50.0 7.314.1
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15.6
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3.5 33.7 42.5 13.1 7.2

合計
青森県
岩手県
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宮城県
山形県
福島県
新潟県
男性
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20代
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40代
50代
60代

※四捨五入の関係で合計値が合わない場合がある
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ア
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男
女
別

年
代
別

　当社では，管内のお客さまが抱く当社への好感度や事業活動の評価，エネルギー問題・原子力発電に関する意
識などへの経年変化およびCSR活動への取り組みに対する評価を把握し，今後の事業活動に反映させていくこと
を目的として「東北電力の企業活動およびCSRの取り組みに関するアンケート調査」を実施しています。
　東日本大震災後初めて行った2012年9月の前回調査では，当社好感度が過去最低を記録するなど，当社を取り
巻く厳しい環境が数字においても示されました。その後，
電気料金の値上げ改定を経て実施した今回の調査は，前
回よりもさらに厳しい結果となっています。
　当社が置かれている状況を今一度客観的に見つめ，地
域からの信頼を回復し，選択される電力会社となるため，本
特集では，調査結果の要点から,地域のお客さまの目に映
る現在の東北電力の姿をお伝えします。

●東北電力に対するイメージ（好感
度）は，「好感を抱いている」「まあ
好感を抱いている」を合わせて
30.3％で，前回よりも6.9％下落し，
過去最低を更新しました

●エリア別では，岩手県が最も好感度
が高いもののスコアは39.9％にと
どまります。一方，最も好感度が低
かったのは，福島県で23.2％でした

●年代別では，年代が高くなるにつれ
て好感度は上昇しますが，いずれも
40％に達していません

特集Ⅱ地域のお客さまから見た
東北電力の今
－「東北電力の企業活動およびCSRの取り組みに関するアンケート調査」結果から－

❶企業イメージ（好感度）評価
■企業イメージ（好感度）評価　時系列推移

■ 企業イメージ（好感度）評価 属性別

【実施概要】
実 施 期 間：平成25年12月2～14日
調 査 地 域：当社供給エリア（東北６県および新潟県）
調 査 対 象：20～69歳の男女個人
有効回答数：2,681人
調 査 方 法：インターネットWeb調査
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60.0

50.0

40.0

30.0

20.0

10.0

0.0
2004年 2005年 2006年 2007年 2008年 2010年 2012年 2013年

39.7

11.5
8.3

4.9 4.3
9.9

16.5

28.1

19.2
15.3

23.6

14.8

30.6

38.3

58.6
54.6

31.5

39.6
42.4 41.7

50.0

22.0
24.5
25.7 23.8

19.9 19.9

「好感を抱いてい
る」「まあ好感を抱
いている」の要因
トップは「企業の
安心感，信頼感」

「好感を抱いていない」「あまり好感を抱いてい
ない」の要因のトップは「電気料金への取り組み」

0.0 100.0（％）50.0

好感を
抱いている

まあ好感を
抱いている

どちらとも
いえない

あまり好感を
抱いていない

好感を抱いて
いない

3.8 26.6 47.6 8.0

2.6 24.9 50.3 7.1

6.8 33.1 45.8 4.6

3.7 25.2 47.2 7.3

4.1 27.2 44.1 8.1

1.9 31.2 48.8 5.8

2.4 20.8 50.4 12.2

4.3 25.9 47.9 8.6

4.7 23.2 52.0 8.4

3.1 20.9 48.9 10.7

4.2 23.6 48.9 7.7

3.5 30.1 46.6

14.1

15.1

9.6

16.7

16.5

12.3

14.2

13.4

4.6 27.7 44.7 8.7 14.2

3.0 25.6 50.0 7.314.1

11.8

16.3

15.6

13.4 6.3

3.5 33.7 42.5 13.1 7.2

合計
青森県
岩手県
秋田県
宮城県
山形県
福島県
新潟県
男性
女性
20代
30代
40代
50代
60代

※四捨五入の関係で合計値が合わない場合がある

エ
リ
ア
別

男
女
別

年
代
別

特集Ⅱ

●企業イメージ（好感度）で「好感を抱いている」「まあ好感を抱いている」と回答した方の要因のトップは「企業の安心感，信頼感」の
35.5％で，以下，「安定供給への取り組み」が30.5％，「停電など緊急時への取り組み」が23.4％，「震災復興への取り組み」が20.5％，

「節電への取り組み」が13.2％と続いています
●企業イメージ（好感度）で「好感を抱いていない」「あまり好感を抱いていない」と回答した方の要因の トップは「電気料金への取り組

み」の54.6％で，以下，「原子力への取り組み」が41.7％，「震災復興への取り組み」が23.8％，「経営方針」および「情報公開への取り
組み」が19.9％と続きます

●特徴的なのは「震災復興への取り組み」で， 「好感を抱いている」「まあ好感を抱いている」と回答した方の要因の4番目， 「好感を抱
いていない」「あまり好感を抱いていない」と回答した方の要因の3番目に位置付けられています

●地域のお客さまと，当社社員との接触経験率は，電話の接触が11.5％，直接お会いした場合の接触が12.5％で，ともに前回調査を
下回りました

●一方で，接触時の印象「良い評価」は，電話で接触した人62.0％，直接接触した人61.9％と,ともに前回よりも評価が上昇しています

■企業イメージ（好感度）で
　「好感を抱いている」「まあ好感を抱いている」
　と回答した方の要因（上位5項目）時系列

■企業イメージ（好感度）で
　「好感を抱いていない」「あまり好感を抱いていない」
　と回答した方の要因（上位5項目）時系列

■社員との接触状況（電話／直接） ■接触時の印象「良い評価」合計（電話／直接）
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※四捨五入の関係で合計値が合わない場合がある0.0 100.0（％）50.0

合計
青森県
岩手県
秋田県
宮城県
山形県
福島県
新潟県
男性
女性
20代
30代
40代
50代
60代

値上げの比率 原価算定の方法 その他

22.8 16.5 19.5 10.1 3.527.6

24.1 14.7 21.9 9.8 1.827.7

26.3 21.2 18.2 11.1 3.020.2

19.4 19.4 21.8 7.1 2.929.4

21.3 13.5 18.4 12.5 5.229.1

18.4 22.4 17.8 14.4 2.324.7

21.1 13.4 21.8 9.2 4.929.6

27.3 16.6 17.5 6.7 2.829.1

16.7 15.0 26.3 8.4 3.230.4

28.8 18.0 12.9 11.6 3.824.9

34.7 21.3 15.3 7.4 3.018.3

32.2 17.5 11.4 11.7 3.323.9

22.3 17.2 16.7 10.5 4.029.3

17.6 13.1 23.4 10.8 3.731.4

14.1 16.6 27.6 8.6 3.329.8

値上げに関する
情報提供

経営効率化の
取り組み

オール電化家庭の
値上げ率が高い

男
女
別

年
代
別

エ
リ
ア
別

※四捨五入の関係で合計値が合わない場合がある

29.1 30.8 34.9 5.3

30.6 29.7 34.3 5.4

33.7 34.1 27.2 5.0

28.5 29.7 39.4 2.4

27.2 28.8 40.5 3.6

27.3 30.8 36.2 5.8

24.2 33.0 36.4 6.4

32.0 30.5 30.2 7.3
25.6 31.0 39.1 4.3

32.0 30.6 31.3 6.1

36.9 23.4 26.4 13.3

26.9 31.3 35.4 6.5

27.3 29.3 38.8 4.6

28.8 31.0 37.6 2.7

27.4 37.6 33.3 1.8
0.0 100.0（％）50.0

値上げの理由が理解
できるのでやむを得ない

値上げの理由は理解
できないがやむを得ない

値上げは全く
納得できない

値上げを
知らなかった

合計
青森県
岩手県
秋田県
宮城県
山形県
福島県
新潟県
男性
女性
20代
30代
40代
50代
60代

エ
リ
ア
別

男
女
別

年
代
別

特集Ⅱ

●電気料金値上げに対する評価は，「やむを得ない」との受け止めの合計が59.9％で，そのうち「理由が理解できる」は29.1％でした。
一方，「理解できない・納得できない」の合計は65.7％で，そのうち「全く納得できない」は34.9％でした。また，値上げを「知らなかっ
た」は5.3％でした

●エリア別で見ると，「やむを得ない」の数値が最も高かったのは岩手県の67.8％で，最も低かったのは宮城県の56.0％でした
●年代別でみると， 「やむを得ない」との数値が最も高かったのは60代の65.0％で，最も低かったのは40代の56.6％でした

●電気料金値上げに対する不満内容としては，「経営効率化の取り組み」が27.6％で最も高く，以下「値上げの比率」が22.8％，「原価算
定の方法」が19.5％，「値上げに関する情報提供」が16.5％と続きます

●男女別に見ると，男性は「原価算定の方法」「経営効率化の取り組み」といった値上げの理由に対して不満を抱いているのに対し，女
性は「値上げの比率」といった料金値上げそのものへの不満を抱いています

●20～30代は「値上げの比率」に対しての不満が高く，40～60代は「経営効率化の取り組み」に対する不満が高くなりました

❷電気料金値上げに関する評価

■ 電気料金値上げに対する不満内容

■ 電気料金値上げに対する評価  属性別
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※四捨五入の関係で合計値が合わない場合がある

7.2 7.8 26.8 31.5 6.320.4

7.1 9.7 24.1 31.8 8.618.7

0.0 100.0（％）50.0

2012年

2013年

今ある原子力発電所
は仕方ないが，新規建
設はしない方がよい

必要だと思うが，少し
ずつ依存度を下げて
いくべき

必要最低限の原子力
発電所だけ活用し，
他は廃炉にすべき

これまでと
同様に必要 分からない

全ての
原子力発電所
を廃炉にすべき

※四捨五入の関係で合計値が合わない場合がある

29.1 30.8 34.9 5.3

30.6 29.7 34.3 5.4

33.7 34.1 27.2 5.0

28.5 29.7 39.4 2.4

27.2 28.8 40.5 3.6

27.3 30.8 36.2 5.8

24.2 33.0 36.4 6.4

32.0 30.5 30.2 7.3
25.6 31.0 39.1 4.3

32.0 30.6 31.3 6.1

36.9 23.4 26.4 13.3

26.9 31.3 35.4 6.5

27.3 29.3 38.8 4.6

28.8 31.0 37.6 2.7

27.4 37.6 33.3 1.8
0.0 100.0（％）50.0

値上げの理由が理解
できるのでやむを得ない

値上げの理由は理解
できないがやむを得ない

値上げは全く
納得できない

値上げを
知らなかった

合計
青森県
岩手県
秋田県
宮城県
山形県
福島県
新潟県
男性
女性
20代
30代
40代
50代
60代

エ
リ
ア
別

男
女
別

年
代
別

※四捨五入の関係で合計値が合わない場合がある

分からない
安全対策を

しっかり行ったうえで
再稼働すべき

発電所が
立地している自治体の

判断による
再稼働

すべきではない
住民の意思で
決定したい

（住民投票など）

21.7 5.4 9.3 13.5 11.938.2

25.1 6.3 8.9 14.0 11.734.0

21.1 5.9 9.3 14.2 12.137.5

18.7 7.3 10.2 13.0 13.837.0

24.3 5.8 7.0 11.3 10.641.0

23.5 6.9 8.5 11.9 13.136.2

16.4 2.7 7.3 14.9 8.650.1

22.0 4.7 13.4 14.7 14.530.7

28.2 5.9 9.5 12.4 8.435.6

16.2 5.0 9.1 14.4 15.040.3

26.6 7.9 7.6 16.5 18.223.2

10.724.1 5.6 14.3 15.430.0

22.0 5.3 8.4 14.8 13.635.9

20.2 4.7 8.8 10.9 8.746.6

17.2 4.3 10.6 12.1 5.949.9

0.0 100.0（％）50.0

合計

青森県

岩手県

秋田県

宮城県

山形県

福島県

新潟県

男性

女性

20代

30代

40代

50代

60代

国の判断による

エ
リ
ア
別

男
女
別

年
代
別

特集Ⅱ

 【 再 稼 働 】
●再稼働に対する意見の中で最も多いのは「再稼働すべきではない」の38.2％で，「安全対策をしっかり行ったうえで再稼働すべき」の

21.7％を上回りました
●年代別で見ると，年代が下がるにつれ「安全対策をしっかり行ったうえで再稼働すべき」との意見割合が高まる一方，年代が上がるに

つれ「再稼動すべきではない」という意見の割合が高まっています
●今回の調査で新規に設定した「住民の意思で決定したい（住民投票など）」は13.5％のスコアになりました

 【 必 要 性 】
●原子力の必要性について今後のあり方をみると，廃炉を念頭においた意見の合計は50.5％で，「全ての原子力発電所を廃炉にすべ

き」が31.8％，「必要最低限の原子力発電所だけ活用し，他は廃炉にすべき」が18.7％でした
●一方，既存の原子力発電所に比較的肯定的な意見の合計は40.9％で，「これまでと同様に必要」が7.1％，「今ある原子力発電所は仕

方ないが，新規建設はしない方がよい」が9.7％，「必要だと思うが，少しずつ依存度を下げていくべき」が24.1％となりました
●前回調査時と比較すると，「今ある原子力発電所は仕方ないが，新規建設はしない方がよい」「分からない」が約2％増えているのに対し， 
「必要だと思うが，少しずつ依存度を下げていくべき」 「必要最低限の原子力発電所だけ活用し，他は廃炉にすべき」が約2％減少しています

❸原子力発電に関する評価

■ 原子力発電の必要性

■ 東北電力の原子力発電所再稼働について
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70.0

60.0

50.0

40.0

30.0

20.0

10.0

（％）

2004年 2005年 2006年 2007年 2008年 2012年 2013年

電気料金が安いこと
電力の供給が安定していること
選択できる料金メニューが
豊富であること
停電時の対応などメンテナンスが
しっかりしていること
事業が安定して継続していること

67.5
63.2

57.3

36.3

14.3

69.5

62.7

46.5

17.7

65.4

60.3

46.3

16.2

66.0

60.3

43.5

18.0

65.6 65.1
64.9 63.4

33.2

29.2

31.1

16.3 15.3

30.5

60.0

37.3

14.0

調査開始以来，「電気料金が安
いこと」「電力の供給が安定し
ていること」が，電力会社の選
択基準の1位・2位となっている

電気料金が
安いこと

電 力 の 供 給
が安定してい
ること

選択できる料
金メニューが
豊富であること

停電時の対応
などメンテナ
ンスがしっかり
していること

事業が安定し
て継続してい
ること

合計 65.1 63.4 31.1 29.2 15.3
青森県 66.6 66.9 36.6 32.0 12.6
岩手県 64.1 61.6 33.4 31.0 15.8
秋田県 67.9 66.3 30.1 31.7 15.9
宮城県 65.8 61.5 30.2 27.2 16.4
山形県 66.5 61.2 28.8 29.2 15.8
福島県 65.0 61.9 30.6 27.6 13.9
新潟県 61.8 65.0 28.9 28.3 16.0
男性 66.3 63.2 30.5 23.3 14.3
女性 64.0 63.5 31.5 34.2 16.1
20代 63.1 49.3 32.0 26.4   8.9
30代 63.5 56.3 35.0 23.5 14.6
40代 66.5 65.4 31.1 29.9 15.9
50代 67.3 71.7 31.1 33.2 15.0
60代 63.8 68.9 26.0 31.3 20.5

75.0

50.0

25.0

0.0

（％）

65.1 63.4

31.1 29.2
15.3

特集Ⅱ

●電力自由化を前提とした電力会
社の選択基準のトップは「電気
料金が安いこと」の65.1％で，
以下，「電力の供給が安定して
いること」が63.4％，「選択でき
る料金メニューが豊富であるこ
と」が31.1％，「停電時の対応な
どメンテナンスがしっかりしてい
ること」が29.2％と続きました
●「電気料金が安いこと」は，エ
リア別・男女別・年代別全てで
60％を越える評価となってい
ます
●「電力の供給が安定しているこ
と」は，エリア別・男女別では全
て60％を越える評価となってい
るものの，年代別ではバラつき
があり，20代の49.3％が最も低
く，50代の71.7％が最も高い
など40～60代の評価が高いと
いう傾向があります
●前回調査と比較すると，「電気料
金が安いこと」が「電力の供給
が安定していること」を逆転し，
「選択できる料金メニューが豊
富であること」が，「停電時の対
応などメンテナンスがしっかり
していること」を逆転しました

　今回の調査は，昨年9月の電気料金改定後に実施したこともあり，前回に引き続き管内のお客
さまからの評価は厳しいものとなりました。しかしながら，社員と地域のお客さまとの接触時の印
象「良い評価」が電話・直接どちらの接触でも上昇するなど，我々のお客さまへの対応が評価さ
れた結果もありました。また，誌面の中ではお伝えできませんでしたが，地域協調活動やエネル
ギー・コミュニケーション活動は，認知度が低いものの，認知していただくと好感度に直結するとい
うデータもあります。
　電力の安定供給はもちろん，地域の一員としての活動やお客さまの立場に立った丁寧な対応
など，当たり前のことを積み重ね続けていくことは，地域からの信頼獲得のために不可欠であると
データは物語っています。

※調査結果のサマリー版をH.A.N.D.S.のお知らせに掲載しておりますので，ご参照ください。

❹電力会社を選択する基準
■電力会社の選択基準（上位5項目）

■電力会社の選択基準（上位5項目）時系列

まとめ

年
代
別

エ
リ
ア
別

男
女
別
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会
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で
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、
当
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り
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東
通
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子
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に
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委
員
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は
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さ
ら
な
る
安

全
性
向
上
の
取
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組
み
に
つ
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て
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原
子
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め
る
世
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準
』
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と
き
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値
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幅
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あ
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3
月
4
日
、
本
店
で
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原
子
力

の
あ
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方
に
関
す
る
有
識
者
会

議
」
の
第
４
回
会
合
が
開
催
さ
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ま
し
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。

　

本
会
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は
、
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れ
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原
子

力
の
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方
と
い
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題
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据
え
、
原
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営
の
信
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回
復
に
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ら
に
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高
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実
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コ
ミ
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ニ
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ョ

ン
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方
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高
い
企

業
風
土
の
確
立
な
ど
に
つ
い
て
、

社
外
有
識
者
の
方
々
か
ら
幅
広
く

ご
意
見
を
い
た
だ
く
こ
と
を
目
的

と
し
て
平
成
23
年
10
月
に
設
置

し
た
も
の
で
す
。

　

開
会
に
当
た
り
海
輪
社
長
は

「
こ
れ
ま
で
の
会
議
で
い
た
だ
い

た
ご
意
見
は
、
そ
の
後
の
当
社
の

安
全
対
策
の
詳
細
検
討
や
風
通
し

会議冒頭であいさつをする海輪社長（上），
委員からそれぞれの知見に基づくご意見を
いただいた（下）

準
で
求
め
ら
れ
る
レ
ベ
ル
は
こ
こ

ま
で
だ
が
、
我
々
は
さ
ら
に
裕
度

を
加
え
て
こ
の
レ
ベ
ル
ま
で
対
応

し
た
』
と
い
う
説
明
が
出
来
る
の

で
あ
れ
ば
、よ
り
一
層
の
『
安
心
』

に
つ
な
が
る
の
で
は
な
い
か
」、

「
原
子
力
災
害
に
対
す
る
緊
急
時

防
護
措
置
を
準
備
す
る
区
域
が
設

定
さ
れ
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

を
図
る
べ
き
エ
リ
ア
が
広
域
化
さ

れ
た
こ
と
を
踏
ま
え
る
と
、『
フ
ェ

イ
ス
・
ト
ゥ
・
フ
ェ
イ
ス
』
に
よ

る
活
動
だ
け
で
は
限
界
が
あ
り
、

メ
デ
ィ
ア
を
介
し
た
情
報
提
供
な

ど
も
必
要
で
は
な
い
か
。
た
だ
し

『
地
域
の
方
々
が
こ
の
情
報
を
見

た
と
き
に
分
か
っ
て
い
た
だ
け
る

か
』
と
い
う
視
点
を
忘
れ
な
い
で

ほ
し
い
」
な
ど
の
ご
意
見
を
い
た

だ
き
ま
し
た
。

夫
を
す
る
と
と
も
に
、
関
係
自
治

体
お
よ
び
発
電
所
周
辺
地
域
の

方
々
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
い
た

だ
い
た
上
で
工
事
を
進
め
た
こ
と

か
ら
、
今
回
の
発
電
開
始
に
至
っ

た
も
の
で
す
。

　

ま
た
、
本
工
事
と
並
行
し
て
平

成
25
年
10
月
よ
り
、
さ
ら
な
る
環

境
負
荷
低
減
お
よ
び
経
済
性
向
上

を
図
る
た
め
、
現
在
の
軽
油
に
加

え
天
然
ガ
ス
に
よ
る
発
電
も
可
能

と
す
る
燃
料
転
換
工
事
（
出
力
／

39
・
４
万
kW
→
41
・
６
万
kW
、
熱

効
率
／
約
48
％
→
55
％
、
工
事
完

了
／
平
成
27
年
７
月
予
定
）
を
実

施
し
て
い
ま
す
。

　

今
後
は
、
試
運
転
に
よ
る
各
種

試
験
を
着
実
に
進
め
、
平
成
26
年

8
月
の
営
業
運
転
開
始
を
目
指
し

て
い
き
ま
す
。

　

3
月
1
日
、
八
戸
火
力
発
電
所

5
号
機
は
、
コ
ン
バ
イ
ン
ド
サ
イ

ク
ル
方
式（
出
力
／
39
・
4
万
kW
、

燃
料
／
軽
油
）で
の
試
運
転
を
開

始
し
ま
し
た
。

　

同
5
号
機
は
、
東
日
本
大
震
災

に
よ
り
低
下
し
た
供
給
力
を
確
保

す
る
た
め
の
緊
急
設
置
電
源
と
し

て
平
成
24
年
７
月
に
営
業
運
転
を

開
始
し
ま
し
た
。
そ
の
後
、
環
境

負
荷
低
減
な
ど
の
観
点
か
ら
恒
久

的
に
使
用
で
き
る
電
源
と
す
る
た

め
、
コ
ン
バ
イ
ン
ド
サ
イ
ク
ル
化

工
事
を
進
め
て
き
た
も
の
で
す
。

　

本
工
事
は
、
震
災
か
ら
3
年
以

内
の
発
電
開
始
を
目
標
に
し
て
い

た
た
め
、
通
常
の
発
電
所
建
設
工

事
に
比
べ
短
期
間
で
の
施
工
と
な

り
ま
し
た
が
、
安
全
を
最
優
先
に

し
、
細
か
な
工
程
調
整
や
夜
間
・

休
日
作
業
を
実
施
す
る
な
ど
の
工

発電開始操作を行う樋口火力部長
（上・中央），工事関係者一同で初並
列を祝った（下）

第4回「原子力のあり方に関する有識者会議」
出席委員（五十音順）

  浅利 靖 氏〈北里大学医学部救命救急医学教授〉

  新野 良子 氏〈（株）新野屋専務取締役〉

※北村 正晴 氏〈東北大学名誉教授〉

  高橋 正典 氏〈（株）高政代表取締役社長/女川町商工会会長〉

  中村 葉志生 氏〈（株）ハリーアンドカンパニー代表取締役〉

  橋爪 秀利 氏〈東北大学大学院工学研究科教授〉

  横山 速一 氏〈（一財）電力中央研究所常務理事〉

あらの よしこ

あさり やすし

きたむら まさはる

たかはしまさのり

なかむら は し お

はしづめ ひでとし

よこやま はやいち

※は座長

「
原
子
力
の
あ
り
方
に
関
す
る
有
識
者
会
議
」の

第
4
回
会
合
を
開
催

八
戸
火
力
発
電
所
5
号
機

コ
ン
バ
イ
ン
ド
サ
イ
ク
ル
方
式
に
よ
る
発
電
を
開
始
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式
典
の
冒
頭
、
カ
タ
ー
ル
ガ
ス

社
の
カ
リ
ッ
ド
社
長
か
ら
あ
い
さ

つ
が
あ
り
、
当
社
と
の
新
た
な
長

期
売
買
契
約
締
結
に
対
す
る
感
謝

の
言
葉
と
と
も
に
、
1
9
9
9
年

に
開
始
し
た
既
存
の
長
期
売
買
契

約
を
通
じ
た
提
携
関
係
に
加
え

て
、今
回
の
契
約
締
結
に
よ
っ
て
、

よ
り
強
固
で
長
期
的
な
関
係
が
構

築
さ
れ
た
こ
と
に
歓
迎
の
意
を
表

し
ま
し
た
。

　

こ
れ
に
対
し
、
長
谷
川
常
務
は

東
日
本
大
震
災
以
降
、
当
社
の
Ｌ

Ｎ
Ｇ
需
要
が
増
加
し
た
こ
と
を
受

け
、
カ
タ
ー
ル
ガ
ス
社
が

当
社
に
追
加
供
給
し
て

い
た
だ
い
て
い
る
こ
と

へ
の
感
謝
の
意
を
表
し

ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
歓
談
が
行
わ

れ
、
終
始
和
や
か
な
雰
囲

気
の
中
、
記
念
式
典
が
終

了
し
ま
し
た
。

　

今
回
締
結
し
た
売
買

契
約
は
、
Ｌ
Ｎ
Ｇ
調
達
の

さ
ら
な
る
安
定
性
、
柔
軟

性
の
向
上
に
寄
与
す
る

こ
と
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

　

2
月
10
日
、
カ
タ
ー
ル
の
首
都

ド
ー
ハ
で
カ
タ
ー
ル
ガ
ス
3
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
（
以
下
、
カ
タ
ー
ル
ガ

ス
3
）
か
ら
の
Ｌ
Ｎ
Ｇ
購
入
に
関

す
る
売
買
契
約
締
結
の
記
念
式
典

が
行
わ
れ
、
当
社
か
ら
長
谷
川
常

務
が
出
席
し
ま
し
た
。

　

当
社
は
、
カ
タ
ー
ル
ガ
ス
3
に

つ
い
て
2
月
4
日
付
で
、
カ
タ
ー

ル
液
化
ガ
ス
3
株
式
会
社（
以
下
、

カ
タ
ー
ル
ガ
ス
社
）
と
売
買
契
約

を
締
結
し
ま
し
た
。
本
売
買
契
約

締
結
を
記
念
し
た
式
典
が
ド
ー
ハ

で
執
り
行
わ
れ
た
も
の
で
す
。

■LNG売買契約の概要

期　間 2016年より15年間 数　量 2016～2018年：6～9万トン/年
2019～2030年：18万トン/年

記念式典の様子（右からカリッド社長，長谷川常務）

　

当
社
は
、
3
月
1
日
付
で
臨
時

人
事
異
動
を
発
令
し
ま
し
た
。

　

今
回
は
、
新
規
役
付
登
用
31
人

を
含
め
た
管
理
職
異
動
が
2
1
9

人
、
一
般
職
異
動
が
3
1
5
人
、

合
わ
せ
て
5
3
4
人
の
異
動
を
行

い
ま
し
た
。

　

な
お
、
今
回
の
臨
時
異
動
の
特

徴
は
次
の
と
お
り
で
す
。

■
臨
時
異
動
の
特
徴

①
本
店
と
第
一
線
事
業
所
と
の

　

積
極
的
な
人
事
交
流	

②
組
織
整
備
へ
の
対
応

■
組
織
整
備

①
送
変
電
建
設
セ
ン
タ
ー

　

山
形
工
事
所
の
設
置

②
低
圧
太
陽
光
連
系
受
付
業
務

　

集
中
化

て
の
役
割
発
揮
に
向
け
て
必
要
な

意
識
の
醸
成
と
能
力
の
強
化
」
な

ど
を
目
的
と
し
て
、
各
部
門
の
一

般
管
理
職
お
よ
び
専
門
指
導
職
21

名
が
、
10
月
か
ら
2
月
に
か
け
て

計
5
回
（
延
べ
12
日
間
）
に
わ
た

り
、研
修
な
ど
を
受
講
し
ま
し
た
。

　

発
表
会
で
は
、
受
講
者
が
4
グ

ル
ー
プ
に
分
か
れ
、「
東
北
電
力

の
変
革
ビ
ジ
ョ
ン
と
戦
略
課
題
」

を
大
テ
ー
マ
と
し
て
、
本
研
修
を

通
じ
て
習
得
し
た
知
識
や
ス
キ
ル

を
生
か
し
な
が
ら
、
ヒ
ア
リ
ン
グ

や
フ
ィ
ー
ル
ド
調
査
を
行
い
作
成

し
た
レ
ポ
ー
ト
を
発
表
し
ま
し

た
。
発
表
テ
ー

マ
は
、
今
後
当

社
が
直
面
す
る

課
題
を
乗
り
越

え
る
た
め
に
検

討
し
た
も
の

で
す
。

　

発
表
後
の
質

疑
応
答
で
は
、

聴
講
者
か
ら
発

表
内
容
に
踏
み

込
ん
だ
鋭
い
質

問
や
意
見
が
あ

り
、
発
表
者
は

真
剣
な
表
情
で

質
問
に
答
え
て

い
ま
し
た
。

　

2
月
6
日
、
本
店
に
お
い
て
平

成
25
年
度「
革
新
リ
ー
ダ
ー
研
修
」

レ
ポ
ー
ト
発
表
会
を
開
催
し
ま

し
た
。

　
「
革
新
リ
ー
ダ
ー
研
修
」
は
、

電
力
自
由
化
の
急
速
な
進
展
や
競

争
が
激
化
す
る
経
営
環
境
へ
の
対

応
能
力
を
有
し
た
リ
ー
ダ
ー
の
育

成
を
目
的
と
し
て
、
平
成
15
年
度

か
ら
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

研
修
は
「
部
門
の
中
核
者
と
し

■異動発令数

特 別 管 理 職

一般管理職・専門指導職

計

一 般 職

合　  計

80名

139名

219名

315名

534名

役

　付

発令数

レポート発表（左）の後，国分総合研修センター所長は講評で「この成果を実践するよう継
続した取り組みを期待する」と述べた（右）

■発表したチーム名および発表テーマ

Power of the network

DAIGINJYO

ZUNDA

チームG7

発電事業による農業支援で「東北電力」ブランドの強化と浸透

地域を地活きに！！全面自由化を勝ち抜く地域支援活動の実践

小売全面自由化を踏まえた関東圏での事業展開
東北地域No.1のエネルギー企業であり続けるために
～仙台圏におけるガス販売事業の展開～

チーム名 発表テーマ

カ
タ
ー
ル
ガ
ス
3
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

L
N
G
売
買
契
約
締
結
の
記
念
式
典
が
執
り
行
わ
れ
る

平
成
26
年
3
月

臨
時
異
動
を
発
令

平
成
25
年
度

「
革
新
リ
ー
ダ
ー
研
修
」

レ
ポ
ー
ト
発
表
会
を
開
催

212014.03
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平
成
27
年
4
月
に
着
工
、
平
成
30

年
6
月
の
運
用
開
始
を
目
指
し

て
お
り
、
平
成
26
年
度
に
は
伐
採

作
業
や
仮
設
道
路
造
成
な
ど
の

準
備
工
事
を
実
施
し
ま
す
。

　

開
所
安
全
祈
願
祭
に
は
、
庄
司

山
形
支
店
長
を
は
じ
め
、
遠
藤
送

変
電
建
設
セ
ン
タ
ー
所
長
、
井
川

山
形
工
事
所
長
な
ど
が
出
席
し
工

事
期
間
中
の
無
事
故
・
無
災
害
を

祈
念
し
ま
し
た
。

　

開
所
式
の
最
後
に
、
井
川
山
形

工
事
所
長
は
「
我
々
所
員
一
同
は
、

平
成
30
年
6
月
の
運
用
開
始
を
目

指
し
て
持
て
る
力
を
出
し
尽
く
し
、

業
務
を
推
進
し
て
い
く
。
ま
た
、

人
間
尊
重
の
基
本
理
念
の
下
、
安

全
を
最
優
先
に
一
人
の
け
が
人
も

出
さ
な
い
決
意
で
あ
り
、
皆
さ
ま

か
ら
の
協
力
・
支
援
を
賜
り
た
い
」

と
述
べ
、
出
席
者
は
工
事
完
了
に

向
け
、
決
意
を
新
た
に
し
ま
し
た
。

　

3
月
4
日
、
送
変
電
建
設
セ
ン

タ
ー
山
形
工
事
所
で
開
所
安
全
祈

願
祭
が
執
り
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

同
工
事
所
は
、南
山
形
幹
線（
経

路
／
朝
日
幹
線
～
西
山
形
変
電

所
、
亘
長
／
22
・
5
キ
ロ
メ
ー
ト

ル
、
電
圧
／
2
7
5
kV
（
設
計
電

圧
5
0
0
kV
））
の
建
設
を
円
滑

に
行
う
た
め
、
送
変
電
建
設
セ
ン

タ
ー
の
内
部
組
織
と
し
て
3
月
1

日
に
発
足
し
、
山
形
市
内
に
事
務

所
を
設
置
し
ま
し
た
。

　

南
山
形
幹
線
は
、
山
形
県
に
お

い
て
平
成
11
年
に
運
用
開
始
し

た
山
形
幹
線
以
来
と
な
る
超
高

圧
送
電
線
路
で
、
山
形
県
お
よ
び

秋
田
県
南
部
沿
岸
地
域
へ
の
電

力
安
定
供
給
や
東
日
本
大
震
災

を
踏
ま
え
た
自
然
災
害
に
よ
る

基
幹
系
統
変
電
所
全
停
止
へ
の

対
応
力
強
化（
東
北
系
統
の
南
北

分
断
の
回
避
）な
ど
を
目
的
に
、

開所式で安全を祈願した（上），
工事所の表札が掲げられた（下）

　

2
月
27
日
、
当
社
は
平
成
27

年
度
採
用
計
画
を
発
表
し
、
平
成

27
年
度
の
採
用
数
を
2
2
0
人
と

し
ま
し
た
。

　

こ
れ
は
、
来
る
べ
き
本
格
的
な

競
争
時
代
に
向
け
て
、
環
境
変
化

に
的
確
に
対
応
で
き
る
効
率
的
な

人
員
体
制
を
構
築
し
つ
つ
、
安
全

確
保
を
前
提
と
し
た
安
定
供
給
の

遂
行
や
、
技
術
・
技
能
の
継
承
と

い
っ
た
点
を
勘
案
し
て
計
画
し
た

も
の
で
あ
り
、平
成
25
・
26
年
度
の

採
用
数
と
同
規
模
と
な
り
ま
す
。

術
を
磨
く
、
技
能
を
確
認
す
る
た

め
に
は
競
技
会
は
良
い
機
会
で
あ

る
。
ま
た
、
競
技
は
必
ず
勝
つ
と

い
う
志
が
大
切
で
あ
る
。
競
技
者

に
と
っ
て
実
り
多
い
競
技
会
と
な

る
事
を
期
待
す
る
」
と
激
励
の
言

葉
が
あ
り
ま
し
た
。

　

競
技
会
は
、
8
地
点
の
火
力
発

電
所
と
火
力
部
の
合
計
9
チ
ー
ム

36
人
が
参
加
し
競
技
を
行
い
ま
し

た
。
競
技
は
運
転
シ
ミ
ュ
レ
ー
タ

装
置
で
設
備
異
常
を
再
現
し
、
30

分
以
内
に
初
動
操
作
・
波
及
事

故
防
止
操
作
な
ど
を
行
っ
た
後
、

フ
ォ
ロ
ー
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
で
評
価

者
な
ら
び
に
他
チ
ー
ム
か
ら
コ
メ

ン
ト
が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。

　

審
査
の
結
果
、
新
潟
火
力
、
秋

田
火
力
、
原
町
火
力
が
優
秀
賞
に

選
ば
れ
、
樋
口
火
力
部
長
か
ら
賞

状
が
贈
呈
さ
れ
ま
し
た
。
参
加
者

は
、
競
技
会
で
得
た
成
果
と
課
題

を
発
電
所
に
持
ち
帰
り
、
技
術
･

技
能
を
更
に
磨
き
水
平
展
開
し
て

い
く
こ
と
を
誓
い
合
い
ま
し
た
。

　

2
月
13
日
、
火
力
部
は
火
力
技

術
訓
練
セ
ン
タ
ー
で
、
火
力
発
電

所
の
運
転
技
術
に
関
す
る
火
力
技

術
競
技
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

本
競
技
会
は
、
火
力
部
門
の
使

命
で
あ
る
電
力
の
安
定
供
給
と
安

全
確
保
を
果
た
し
て
い
く
た
め

に
、
運
転
技
術
・
技
能
の
維
持
・

向
上
な
ど
を
目
的
と
し
て
、
平
成

23
年
か
ら
開
催
し
今
年
で
3
回
目

と
な
り
ま
す
。

　

競
技
会
の
冒
頭
で
あ
い
さ
つ
に

立
っ
た
樋
口
火
力
部
長
は
「
安
価

で
良
質
な
電
気
を
安
定
的
に
お
客

さ
ま
に
お
届
け
す
る
た
め
の
源
泉

は
技
術
力
で
あ
り
、
電
力
マ
ン
と

し
て
の
誇
り
と
自
信
を
持
っ
て
技

術
力
を
磨
い
て
い
た
だ
き
た
い
」

と
述
べ
ま
し
た
。

　

続
い
て
、
安
倍
副
社
長
（
火
力

原
子
力
本
部
長
）
か
ら
「
運
転
技

各チームとも全力で競技に臨んだ
（上），優秀賞の3チームへ樋口火力
部長より賞状が贈呈された（下）

■平成27年度採用計画の内訳

〈参考：採用数の推移〉

大学・大学院

高専・高校

合　計

40人

10人

50人

70人

100人

170人

110人

110人

220人

事　務

平成21
年度年　度

採用数 511人 392人 346人 321人 223人 220人

平成22
年度

平成23
年度

平成24
年度

平成25
年度

平成26
年度（内定）

技　術 合　計

送
変
電
建
設
セ
ン
タ
ー
山
形
工
事
所
で

開
所
安
全
祈
願
祭
が
執
り
行
わ
れ
る

平
成
27
年
度
採
用
計
画

火
力
部

火
力
発
電
所
の
運
転
技
術
に

関
す
る
技
術
競
技
会
を
開
催
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ン
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ネ
ル
ギ
ー
供
給
は
不
安
定
で
価
格

も
上
昇
し
て
い
る
。
国
内
産
業
の

国
際
競
争
力
を
守
る
た
め
に
も
、

安
全
性
が
確
認
さ
れ
た
原
子
力
発

電
所
に
つ
い
て
は
早
期
稼
働
を
望

む
」
と
述
べ
ま
し
た
。

　

続
い
て
前
岩
手
県
知
事
の
増
田

寬
也
野
村
総
合
研
究
所
顧
問
が

「
東
日
本
か
ら
生
ま
れ
る
日
本
の

新
た
な
成
長
」
を
テ
ー
マ
に
講
演

し
ま
し
た
。
同
氏
は
日
本
の
少
子

高
齢
化
と
人
口
減
少
を
踏
ま
え
つ

つ
、「
地
方
に
お
い
て
は
子
ど
も

を
産
む
若
者
世
代
が
首
都
圏
へ
流

出
し
、
人
口
減
少
を
加
速
さ
せ
て

い
る
。
地
方
の
中
核
都
市
に
若
者

が
働
け
る
場
を
つ
く
ら
な
け
れ
ば

地
方
の
市
町
村
が
消
滅
す
る
恐
れ

が
あ
る
」
と
力
説
し
ま
し
た
。
ま

た
、I
L
C
の
話
題
に
も
触
れ「
ア

ジ
ア
初
の
国
際
科
学
イ
ノ
ベ
ー

シ
ョ
ン
拠
点
が
東
北
に
実
現
す
る

こ
と
で
、
将
来
を
担
う
グ
ロ
ー
バ

ル
人
材
と
新
産
業
が
東
北
か
ら
創

出
さ
れ
る
」
と
述
べ
ま
し
た
。

　

2
月
13
日
、（
一
社
）
東
北
経

済
連
合
会
（
会
長
・
高
橋
当
社
会

長
）
は
、
盛
岡
市
内
で
岩
手
県
商

工
会
議
所
連
合
会
と
と
も
に
「
東

経
連
フ
ォ
ー
ラ
ム
in
岩
手
」
を
開

催
し
ま
し
た
。

　

冒
頭
、
主
催
者
を
代
表
し
て
あ

い
さ
つ
に
立
っ
た
高
橋
会
長
は

「
こ
れ
か
ら
東
経
連
が
重
点
的
に

取
り
組
む
事
項
は
3
点
あ
る
。
第

１
点
目
は
国
際
リ
ニ
ア
コ
ラ
イ

ダ
ー
（
I
L
C
）
の
誘
致
で
、
東

北
発
展
の
最
重
要
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

と
位
置
付
け
て
い
る
。
第
2
点
目

は
観
光
振
興
で
あ
り
、
観
光
の
活

性
化
に
向
け
、『
東
北
ブ
ラ
ン
ド
』

を
確
立
し
、
国
内
外
に
ア
ピ
ー
ル

し
て
い
き
た
い
。
最
後
の
第
3
点

目
は
エ
ネ
ル
ギ
ー
問
題
で
あ
る
。

日
本
国
内
で
は
全
て
の
原
子
力
発

電
所
が
停
止
し
て
い
る
た
め
、
エ

高橋会長は今後の重点的な取り組みに
ついて述べた（上），講演後増田顧問（右
から3人目）を囲んで懇親を深めた（下）

同
僚
、
場
合
に
よ
っ
て
は
他
部
門

と
連
携
し
な
が
ら
、
課
題
解
決
に

向
け
た
プ
ラ
ン
の
策
定
・
実
践
・

そ
し
て
検
証
と
一
連
の
作
業
を
実

施
し
、
今
回
、
そ
の
テ
ー
マ
・
実

施
内
容
・
実
施
結
果
を
取
り
ま
と

め
て
発
表
し
ま
し
た
。

　

受
講
者
は
、
コ
メ
ン
テ
ー
タ
ー

か
ら
の
コ
メ
ン
ト
や
受
講
者
同
士

で
交
換
し
た
意
見
を
通
し
て
、
営

業
部
門
社
員
と
し
て
の
自
立
や
職

場
の
中
核
を
担
う
人
材
と
し
て
の

成
長
に
向
け
た
手
掛
か
り
と
し
ま

し
た
。

　

ま
た
最
終
日
に
は
、「
理
想
の

中
堅
社
員
」に
つ
い
て
話
し
合
い
、

そ
れ
ら
を
発
表
・
情
報
共
有
す
る

こ
と
で
、
中
堅
社
員
に
向
け
た
ス

テ
ッ
プ
ア
ッ
プ
を
図
り
ま
し
た
。

　

営
業
部
は
、
2
月
3
日
か
ら
5

日
に
か
け
て
営
業
・
料
金
部
門
に

所
属
す
る
入
社
2
年
目
の
社
員
を

対
象
に
営
業
部
門
2
年
目
教
育
を

実
施
し
、61
人
が
受
講
し
ま
し
た
。

　

こ
の
教
育
は
、
業
務
に
密
接
し

た
テ
ー
マ
を
自
ら
選
定
し
、
業
務

の
適
正
化
・
品
質
向
上
・
効
率
化

に
向
け
て
、
P
D
C
A
サ
イ
ク
ル

を
通
じ
た「
主
体
的
行
動
の
実
践
」

と
「
自
己
伸
長
意
欲
の
向
上
」
を

図
る
こ
と
を
目
的
に
、導
入
研
修
・

中
間
研
修
・
発
表
の
3
ス
テ
ー
ジ

に
分
け
て
実
施
す
る
も
の
で
、
今

回
は
最
終
の
第
3
ス
テ
ー
ジ
と
な

り
ま
す
。

　

受
講
者
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
職
場

に
お
い
て
日
常
業
務
の
中
か
ら
抽

出
し
た
課
題
に
つ
い
て
、
上
司
や

　

1
月
25
日
、
新
潟
支
店
は
新
潟

県
ミ
ニ
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
連
盟

創
立
20
周
年
記
念
式
典
に
お
い
て

感
謝
状
を
贈
呈
さ
れ
ま
し
た
。

　

当
社
は
、
1
9
8
8
年
（
昭
和

63
年
）
か
ら
新
潟
県
と
東
北
6
県

の
小
学
生
を
対
象
と
し
た
唯
一
の

選
手
権
大
会
で
あ
る
「
東
北
電
力

旗
東
北
ミ
ニ
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル

大
会
」
を
開
催
し
て
い
ま
す
。
こ

の
活
動
が
、
同
県
の
ミ
ニ
バ
ス

ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
競
技
の
発
展
に
貢

献
し
た
と
評
価
さ
れ
、
今
回
表
彰

さ
れ
た
も
の
で
す
。

　

式
典
は
当
社
な
ど
県
内
外
の
関

係
者
を
招
い
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

あ
い
さ
つ
に
立
っ
た
同
連
盟
の
杉

内
会
長
は
「
東
北
電
力
旗
の
大
会

で
は
、
普
段
交
流
の
な
い
東
北
の

方
々
と
対
戦
で
き
る
た
め
、
関
係

者
は
皆
目
標
と
し
て
い
る
」と
述
べ
、

感
謝
の
言
葉
と
と
も
に
坂
本
支
店

長
に
感
謝
状
を
贈
呈
し
ま
し
た
。

感謝状を手にする坂本支店長

受講者から熱心な発表が行われた（上），コメンテー
ターから感想やアドバイスが寄せられた（下）

「
東
経
連
フ
ォ
ー
ラ
ム

in
岩
手
」を
開
催

営
業
部
門
2
年
目
教
育
を
実
施

新
潟
支
店

新
潟
県
ミ
ニ
バ
ス
ケ
ッ
ト

ボ
ー
ル
連
盟
か
ら
表
彰
さ
れ
る
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？
壇　　 「今度，新たに委託契約を締結するんだけど，委託価格を引き下げるために競争入札を実施しようと

考えているんだ。でも，最近，ニュースでよく，談合とかカルテルなんて話題を耳にするからなんだか
不安で…」

鈴利    「 確かに最近のニュースでは談合に関する話題をよく耳にするね。特に話題になったケースでは，電
力会社が発注した送電線工事での談合や，自動車の海運輸送をめぐる談合で大手の海運会社に対し
て高額な課徴金が課されるなんていうものもあったね。」

壇　　 「そうそう，課徴金が数百億円になっていたりしてるのを見てると，自分の仕事がもしかしたら談合
に関わったりしないだろうかと不安になっちゃうんだよ。」

鈴利   「そもそも談合とは何かを簡単に説明するね。談合とは，工事や物品などの調達に関する入札の際，
入札参加者間で，受注する事業者や受注金額などを決めてしまう行為のことなどをいうんだ。適正な
競争入札の場合は，入札金額のうち，一番安い金額で入札した事業者が受注することになるんだけ
ど，談合によって事前に事業者間で受注金額を決めてしまうことによって，それ以上価格が安くならな
いんだ。だから，独占禁止法によって厳しく禁じられているんだよ。」

壇　　 「確かに，事前に事業者間で落札価格が決められていると，競争発注の意味が失われるね。発注者側
として注意することって何かあるの？」

鈴利   「発注側として特に注意することは，談合を誘発，助長することだね。さっきの話に出た送電線工事
の談合でも，発注者側の担当者が，事前に非公開の予定価格を事業者側に漏らしていたことが，談合
を助長しているとして公正取引委員会から改善を求められていたね。特に電力会社の場合は，総括原
価方式だから，工事費や資材費が電気料金として跳ね返ってくるため，社会からは電力会社のコスト
意識には厳しい目が向けられているんだよ。」

壇　　 「社会に受容される行動となるように，コスト意識を高めていくことが必要なんだね。」
鈴利   「資材や役務の調達価格低減や透明性・公平性の確保を目的に，平成２５年度から調達改革委員会

が設置されているんだ。今後迎えることとなる本格的競争時代に打ち勝っていくためにも，談合など
の不正を行わないことはもちろん，社員一人一人がコスト意識を高く持って，お客さまから選ばれる
企業になっていくことが求められるね。せっかくの機会だから東北電力企業行動指針※1や資材部から
出されている『他電力会社における不適正事例を踏まえた取引先とのコミュニケーションの留意点に
ついて』※2も確認してみてね。」

コンプライアンス講座

法務室（事業法務）

談合って
何がいけないの！？
ある日，鈴

りん

利
り

守
まもる

さんは同僚の壇
だん

豪
ごう

さん
から，新しい委託契約を締結するために
競争入札をしたいと相談されました。

これってどうなの？

※1　東北電力企業行動指針　2.企業倫理・法令遵守の徹底（1）公正な取引の確保 「独占禁止法をはじめとする
取引に関する法令等を遵守し，公正かつ自由な競争を前提に取引を行います。」

※2　資材部『他電力会社における不適正事例を踏まえた取引先とのコミュニケーションの留意点について』
　　 （2月17日「H.A.N.D.S.お知らせ」より。）
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支店 最大停電戸数 延べ停電戸数
青森 2,544 5,382
岩手 14,033 38,074
秋田 0 0
宮城 6,175 12,103
山形 1,614 2,728
福島 15,966 39,473
新潟 103 118
計 25,866※ 97,878

　平成26年2月8～10日，15～17日にかけて発達した低気圧の通過により関東・甲信・東北地方を
中心に記録的な大雪を観測し，当社管内では岩手・宮城・福島を中心に供給支障が多数発生し，広範
囲に渡って停電が発生しました。
　復旧工事では積雪や強風により現地への到着が阻まれるなど復旧作業に影響を及ぼしましたが，
現場での懸命の作業により停電を解消しました。

停電の主な原因など
　大雪や強風の影響による倒木で配電線が断線したことな
どが今回の停電の主な原因です。これに加え，積雪量が多い
ことで除雪に時間がかかり供給支障発生地点への到達に必
要以上に時間を要したことなどから停電が長時間に渡った地
域もありました。

稼働人員について
　今回の復旧作業には多くの方々が携わり，当社社員と協力
工事会社を加えた稼働人員（配電部門）は延べ4,679人（2月
8～10日，2月15～17日の合計）でした。また，各事業所間で
応援体制が取られたことなどから2月17日中には停電を解消
（福島県の避難指示区域内の停電箇所を除く）しました。

久慈営業所管内　倒木により配電線が損傷（2月16日撮影） 宮古営業所管内　倒木の影響により電柱が折損（2月16日撮影） 大船渡営業所管内　倒木の影響により配電線が断線（2月15日撮影）

岩手・宮城・福島を中心に被害多数
大雪による被害

平成26年2月

※全店大での最大停電戸数（2月16日4時15分）

■2月15～17日の停電戸数

供給支障状況

岩手支店管内
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相双営業所管内
積雪で車両が進入できない地域は徒歩で向かった
（2月9日撮影）

郡山営業所管内
倒木により配電線が損傷（2月15日撮影）

田村郡小野町地内
復旧作業の様子
（2月19日撮影）

福島市大森地内
送電線が断線し大きく垂れ下がっている
（2月15日撮影）

白石営業所管内
倒木の影響により電柱が折損（2月15日撮影）

白石営業所管内
積雪が深いため復旧作業に着
手できない個所は電源車で応急
送電を行った（2月17日撮影）

白石営業所管内　支店管内から応援隊を派遣して早期復旧を図った（2月17日撮影）

福島支店管内

宮城支店管内
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退職者の方々

経理部付
東北電広社出向

太田 清代志

情報通信部付
東北インテリジェント通信出向

山崎 和孝

電力流通本部電力システム部付
ユアテック出向

櫻田 誠幸
秋田支店

伊藤 公克

福島支店付
ユアテック出向

菅野 正司

福島支店付
東北電広社出向

鈴木 芳光

新潟支店付
日本海エル・エヌ・ジー出向

江口 章

新潟支店付
ユアテック出向

前田 和志

盛岡営業所
配電技術サービス課
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平成26年1月の退職者（敬称略）※所属は退職時のもの

長い間ありがとうございました

広報・地域交流部（広報・交流企画）鈴木 保安.910-3023,w040147
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放送時間
9時，10時，12時，
12時40分，
13時10分，17時，
17時30分

広報・地域交流部（広報・交流企画）
藤田 保安.910-3026，w080643

都合のよい日時を選んで，
ぜひご覧ください。

お問い合わせは，下記の担当者まで
お気軽にどうぞ。

ご意見・ご感想・情報提供なども
　お待ちしています。

社内テレビ放送

NEWS
スクエア

第1・第3
月曜日～水曜日に

放送

東北電力社誌「ブリッジ」

　今月号は「震災から3年」をキーワードに様々な角度からお届けできたのではないかと思います。さて、3年前の
自分のことを振り返ってみますと，震災当時，私は出向していて，このBridgeで被害の大きさや懸命に復旧作業に
あたる社員の姿を見て、直接復旧に関わることのできない歯がゆさを感じていたことを記憶しています。今号をお
読みになり，震災後の3年間を振り返るきっかけにしていただけたのでしたら幸いです。
　最後に今月号の制作にあたり，ご協力いただいた方々にこの場をかりて御礼申し上げます。
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■電力需要について
　1月分の販売電力量は，77億5,100万kWh，対前年比99.1％の実績
となりました。震災からの復興や大口電力における生産回復の動きはみら
れるものの，気温が前年に比べ高めに推移したことによる暖房需要の減少
などから，2カ月連続で前年実績を下回りました。
【特定規模需要以外の需要（自由化対象以外のお客さま）】
　電灯は，震災からの復興の動きがみられるものの，気温が前年に比べ高
めに推移したことによる暖房需要の減少などから，対前年比97.2％の実
績となり，2カ月連続で前年実績を下回りました。
　特定規模需要以外の需要の合計では，対前年比96.2％の実績となりました。
【特定規模需要（自由化対象のお客さま）】
　業務用電力は，震災からの復興の動きがみられるものの，気温が前年に
比べ高めに推移したことによる暖房需要の減少などから，対前年比
98.9％の実績となりました。
　特定規模需要の合計では，対前年比101.6％の実績となりました。
　なお，産業用その他電力については，大口電力が大きなウエートを占め
ており，その概要は以下の参考のとおりです。
［参考］大口電力
　大口電力は，生産回復の動きがみられることなどから，対前年比
104.1％の実績となり，4カ月連続で前年実績を上回りました。

　企業が株主に利益還元する方法には，大きく分けて
「現金配当（配当）」と「自己株式取得」の二つがあり，配
当に関する基本的な方針を配当政策といいます。
　当社の配当政策は，「安定的な配当を行うことを基本
に，当年度の業績や中長期的な収支見通しなどを総合
的に勘案し決定すること」であり，日本では大多数の企
業が安定配当を標榜しています。また，株主・投資家から
のさらなる支持獲得のために，当期純利益のうちどの程
度の割合を配当するかを示す指標である「配当性向」
や，配当に自己株式取得も含めた「総還元性向」といっ
た具体的な数値目標を掲げる企業も増加しています。
　当社は，東日本大震災等による甚大な設備被害など
で大幅な純損失を計上し，平成23年度の中間配当以
降，配当の実施を見送ってきましたが，本年2月27日に，
平成25年度の業績予想を上方修正し，一定の黒字を
確保できる見通しとなったことなどから，配当実施の目
処がついたものと判断し，平成25年度の期末配当予想
を「未定」から1株当たり5円に修正し，公表しました。
（本年6月開催予定の第90回定時株主総会で決議し，
実施する予定）
　今後も，効率化の徹底などにより安定配当を継続す
ることで，株主・投資家の期待に応えていく必要があり
ます。
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【お詫びと訂正】 Bridge2月号 平成26年3月期（平成25年度）第3四半期決算の概要（11ページ），「経常損益に係る主な要因」において
「受取配当金の減少として▲285億円程度」と記載すべきところを誤った記載をしておりました。お詫びをして訂正いたします。
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東北電力社誌「ブリッジ」

　特集に掲載している年頭メッセージの取材中の出来事でしたが，海輪社長に本誌2013年12月号を紹介いた
だいたことは新年早々の驚きでした。この場を借りてBridge制作にご協力いただいた皆さまに感謝申し上げます。
　午年にちなみ「馬には乗ってみよ人には添うてみよ」という故事成語がありますが，様々なことを経験しながら
今年も皆さまにBridgeをお届けしていきたいと思います。
　最後になりましたが，本年もBridgeをどうぞよろしくお願い申し上げます。
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■電力需要について
　1月分の販売電力量は，77億5,100万kWh，対前年比99.1％の実績
となりました。震災からの復興や大口電力における生産回復の動きはみら
れるものの，気温が前年に比べ高めに推移したことによる暖房需要の減少
などから，2カ月連続で前年実績を下回りました。
【特定規模需要以外の需要（自由化対象以外のお客さま）】
　電灯は，震災からの復興の動きがみられるものの，気温が前年に比べ高
めに推移したことによる暖房需要の減少などから，対前年比97.2％の実
績となり，2カ月連続で前年実績を下回りました。
　特定規模需要以外の需要の合計では，対前年比96.2％の実績となりました。
【特定規模需要（自由化対象のお客さま）】
　業務用電力は，震災からの復興の動きがみられるものの，気温が前年に
比べ高めに推移したことによる暖房需要の減少などから，対前年比
98.9％の実績となりました。
　特定規模需要の合計では，対前年比101.6％の実績となりました。
　なお，産業用その他電力については，大口電力が大きなウエートを占め
ており，その概要は以下の参考のとおりです。
［参考］大口電力
　大口電力は，生産回復の動きがみられることなどから，対前年比
104.1％の実績となり，4カ月連続で前年実績を上回りました。

　企業が株主に利益還元する方法には，大きく分けて
「現金配当（配当）」と「自己株式取得」の二つがあり，配
当に関する基本的な方針を配当政策といいます。
　当社の配当政策は，「安定的な配当を行うことを基本
に，当年度の業績や中長期的な収支見通しなどを総合
的に勘案し決定すること」であり，日本では大多数の企
業が安定配当を標榜しています。また，株主・投資家から
のさらなる支持獲得のために，当期純利益のうちどの程
度の割合を配当するかを示す指標である「配当性向」
や，配当に自己株式取得も含めた「総還元性向」といっ
た具体的な数値目標を掲げる企業も増加しています。
　当社は，東日本大震災等による甚大な設備被害など
で大幅な純損失を計上し，平成23年度の中間配当以
降，配当の実施を見送ってきましたが，本年2月27日に，
平成25年度の業績予想を上方修正し，一定の黒字を
確保できる見通しとなったことなどから，配当実施の目
処がついたものと判断し，平成25年度の期末配当予想
を「未定」から1株当たり5円に修正し，公表しました。
（本年6月開催予定の第90回定時株主総会で決議し，
実施する予定）
　今後も，効率化の徹底などにより安定配当を継続す
ることで，株主・投資家の期待に応えていく必要があり
ます。
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